
本日の例会
3月16日㈭�12：30～13：30
卓　話：「ＣＢＤ（カンナビジオール）の現状と
治療の実例（300）」
卓話者：曽根　正登氏

次回の例会
４月６日㈭�12：30～13：30
エッピングデー

3 月 9 日　例会報告
司会　　　山本会員
開会点鐘　小泉会長
嬉しいひな祭り・ロータリーソング
ソングリーダー　廣内会員

☆会員総数　　　　　　���37名
☆出席規定適用者数　　���28名
★本日の出席者総数　���　24名
★〃　免除者出席数　����　�5名
★本日の出席率　　　�72.72％
　☆本日のゲスト
　横手　　忠氏（卓話者）
　池田　光男氏（�大平奨学会理事長／元東京池袋

ＲＣ会員）
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禅語

名誉もお金も追い求めないということ
です。千利休という名前は、この言葉
が由来になっています。この二つは、
とても魔力があり、欲しくてたまらな
いものかもしれません。それを求めな
いということです。奉仕活動を行い、
名誉を求めるなど慎まなければなりま
せん。

名利共休（みょうりともにきゅうす）

Rotary Club of
Tokyo Ikebukuro Toshima-East

受付当番： 里見雅行会員、吉田秀得会員、大家雅彦会員公共イメージ向上委員会　委員長　山本伸也、副委員長　里見雅行、委員　長尾益男・加古博昭・石塚丈晴　

3／9　例会

渋沢栄一とその高弟

製紙王 大川 平三郎

元坂戸市職員 横手 忠

渋沢栄一と平三郎の関係

川越藩の剣術指南役となった祖父平兵衛は、
渋沢家の血洗島村へよく出稽古に出掛けて、
近郷の人々に剣術の指南をしていた。

弟子には渋沢栄一、従兄弟の喜作、尾高惇
忠、弟の長七郎、平九郎たちがいた。

これが縁となり、栄一の学問の師である尾高
惇忠の妹のみちが、平兵衛の跡継ぎである
修三と結婚し、平三郎が次男として生まれる。

また、みちの妹千代は栄一の妻となったので、
栄一と平三郎は叔父甥の関係になった。

王子製紙時代
明治 ８年 抄紙会社（後の王子製紙）に入社

（図引工 月給５円）

明治１２年 会社再建策の建白書を提出し、抄紙技

術習得のため、単身渡米

明治１５年 稲わらを原料とした洋紙の大量生産に

成功

明治２３年 日本で最初の木材パルプの製造に成功

明治２６年 専務取締役に就任

明治３１年 渋沢栄一とともに王子製紙を退社

昭和 ８年 王子製紙、富士製紙、樺太工業の三大

製紙会社が合併（平三郎は相談役）

王子製紙気田工場

主な実業界での活躍

明治１４年 浅野セメントを創立し、副長に就任

明治３４年 上海華章造紙公司の総監督に就任

明治３６年 九州製紙を創立し、社長に就任

明治３９年 中央製紙を創立し、社長に就任

明治４３年 東洋汽船副社長に就任

大正 ３年 樺太工業を創立し、社長に就任

大正 ８年 富士製紙社長に就任

大正 ９年 武州銀行頭取に就任

大正１０年 日本鋼管社長に就任

＊８０有余に及ぶ多くの事業に力を注いだ。
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大川翁の銅像(泊居町駅前)

書生時代

明治４年 廃藩置県により、父修三は禄を失う。

明治５年 平三郎は単身上京し、渋沢家の書生

となり、壬申義塾、大学南校で学ぶ。

明治７年 大川家も上京するが、生活はますま

す厳しくなり、母が妹である渋沢夫人

に度々借金を重ねる。

明治８年 家族のために学業を断念し、就職を

決意する。

平
三
郎
の
手
に
よ
る
述
懐
漫
画

(

昭
和
六
年)

大川式ダイゼスタ―

樺太(サハリン)時代の活躍
大正3年樺太工業を創立し、泊居町・真岡
町・恵須取町に次々と製紙工場、パルプ工
場を建設する。

昭和9年、泊居町・真岡町では町の発展に
尽力した平三郎の銅像が建てられた。

同年、恵須取町では、町の発展に貢献し
た平三郎を称えた頌徳碑が建立された。

平成4年頌徳碑は、桜影会のご尽力により
坂戸市に移設される。

泊居町のパルプ工場

製紙工場(真岡町)

銅像除幕式(真岡町)

平成４年当時の製紙工場

大川平三郎翁記念公園（横沼地内）

郷土三芳野村への主な貢献

明治41年 耕地整理事業に基本金3千円
を寄付

大正 4年 原次郎の要請を受け、村青年

団の顧問となる

大正 6年 消防ポンプを村に寄付

大正 8年 三芳野小の校庭拡張を支援

大正11年 三芳野村信用購買販売組合の

理事長に就任

大川堤の碑（横沼）

大川育英会の設立

郷土埼玉県出身の若者のために５０万円を
寄付して、大正１４年に大川育英会を設立。

500名近い優秀な人材を育成し、その多くが
実業界や政界等で活躍された。元埼玉県知
事の畑和氏もその一人である。

大川育英会の奨学生で組織された桜影会
が、昭和４３年に大平奨学会と改名し、育英
事業を再開した。現在の理事長が池田光男
氏である。

大川翁の胸像（全社協ホールのロビー）

『郷土の人 大川平三郎』

中央図書館で販売中(３５０円)

当時の製紙工場(恵須取町)

当時の頌徳碑（恵須取神社）

大川平三郎翁頌徳碑(記念公園内)

大正13年 農家の副業として莚織を勧め、奨

励金300円を寄付
大正 14年 私財を投じ越辺川に堤防を築く

大正 15年 霞堤増強修築改修工事完成

3千円の基本金を寄付
昭和 2年 三芳野小校庭に大川翁彰功碑が

建立される

昭和 5年 天狗の鼻河川改修工事完成

工事費の半額１万４千円を寄付

昭和 12年 三芳野小学校増新築工事完成

工事費の半額１万３千円を寄付

大川平三郎翁彰功碑(三芳野小学校)

社会事業への貢献

昭和１２年 平三郎の遺志により１００
万円が当時の内務省に寄附され、(財)
社会事業会館が設立される。

昭和４５年 同会館は(社)全国社会福
祉協議会と合併する。

昭和６２年 新霞ヶ関ビルの完成に合
わせ、平三郎の功績を称えた胸像が
(社)全国社会福祉協議会ホールのロ
ビーに設置された。

中央図書館郷土資料展示コーナー

『日本の製紙王 大川平三郎』

中央図書館で販売中(１，０００円)



　ニコニコ
池田君（元東京池袋ＲＣ会員）　
　　　　　�本日大川平三郎氏の話をさせていただ

き、ありがとうございます。
渡邊君　　�お誕生日のお祝い誠に有難うございま

した。
横山君　　�お誕生日プレゼントありがとう。私も

やっと煙草も酒も女も知るようになり
ました。

　
本日の合計額：20,000円
今年度ニコニコ累計額：553,725円

　会長報告
第25回（2023.3.9）
　中国に明末の儒者であるこう洪じせい自誠が著
した『菜根譚』という書がある。明末は儒教道徳
が形骸化し、政治家や官僚が腐敗した時代であっ
た。そのような世相を背景に、儒教の思想を基に、
老荘思想や禅宗の説などを交えて書かれた処世訓
である。
　題名にある「菜根」とは「人はよく菜根を咬み
えば、すなわち百事をなすべし」という故事に由
来する。人は堅い菜根を咬みしめるように、逆境
に耐えることができれば、多くのことを成し遂げ
るという意味である。まさに生きるヒントを与え
てくれる書物である。
　例えば「苦心のうち中、常に心を悦ばしむるの
趣を得、得意の時、すなわ便ち失意の悲しみを生ず」
（角川文庫）と言う。あれこれ苦心している中に、
とかく心を喜ばせるような面白さがあり、逆に、
自分の思い通りになっているときに、すでに失意
の悲しみが生じている。心して咬みしめるべき名
言である。

　幹事報告
１．�５／15の合同例会の事前案内のご連絡

　カルタ書道展報告②
　２月中旬に開催されたこどもカルタ書道展には

1100点の書道作品が集り、展示会中には580名
のご来場がありました。このイベントで多くの小
学生とご父兄の間で『としまこどもカルタ』が知
られたことは大変嬉しいカルタの復活でした。
　書道展の主催者である金子良恵先生から書道の
展示写真が届きました、また当クラブからは参加
賞として応募したくれた小学生全員に書道展とク
ラブ名を印刷したクリアファイルを贈りました。
費用は合計29,150円です。
　開催中には、こどもカルタの作成に大変お世話
になりました前教育長の三田様がご来場して書道
作品を感心してご覧になっていました。　　　
　このカルタ展の開催は現在当クラブが進行中の
『としまこどもカルタ』デジタル化がより小学生
に認識を広めてくれたと感謝したいと思います。

記　長尾社会奉仕委員長

　3月9日  卓話報告

主催者の金子良恵様と元豊島区教育長三田様


